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2022年 9月 13 日 

各  位 

 

第 10 回学生と社会人のための「環境・設備デザインシンポジウム」 

開 催 の ご 案 内 

 

東京都港区芝 5-26-20 建築会館 

一般社団法人  建築設備綜合協会 

 会   長       秋元 孝之 

環境・設備デザイン賞実行委員会 

実行委員長        田名網雅人 

 実行副委員長       関根 能文 

 実行副委員長      野々瀬 恵司 

 

 環境・設備デザイン賞は、建築や地域・都市などの各領域における創造行為（デザイン）の過程

で、建築デザインの中に如何に調和的に設備技術が導入されているかを、「感性」「機能性」「社会

性」「経済性」の観点から総合的かつ客観的に評価して顕彰することを趣旨としています。  

昨年、今年と新型コロナウイルスの感染拡大が収まらない中、第 20 回環境・設備デザイン賞は

Web 会議とライブ配信による完全公開審査により、22 点の入賞作品を決定し無事終えることがで

きました。 

 この環境・設備デザイン賞も、昨年をもちまして第 20 回を迎えることが出来ました。応募者様、

協賛会社様、並びに審査委員の先生方のご支援とご協力に感謝申し上げます。 

 

本シンポジウムでは、基調講演として、長年に亘り審査委員長を務めていただいている古谷誠章

早稲田大学教授より過去の受賞作品を題材にして、審査側の着眼点や説得力のあるプレゼン方法等

について解説いただきます。 

次に、環境・設備デザイン賞の第 20 回企画として、過去に最優秀を受賞された 3 作品につきま

して、受賞者様によるプレゼンテーションをお願いいたしました。その後、過去に審査委員をされ

た 3 名の先生方と古谷誠章教授による座談会を企画いたしました。 

 

環境・設備デザイン賞の過去 20 年を思い起こすことは、応募を検討中の皆様方にとって有益な

機会になりますとともに、学生と社会人にとっては、設計コンセプトはどうつくられるのか、新技

術はどのような発想や思考から生まれたのか、デザイナーとエンジニアの協働によるモノづくりは

どのように進められたのかなど、多くの事例を学ぶことができます。 

 

建築や建築設備を志向する学生の皆さん、将来の建築設備を担う若手技術者の方々に、多数参加

していただきたく、お願いを申し上げる次第です。 
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記 

 

１） 主 催  一般社団法人 建築設備綜合協会 環境・設備デザイン賞実行委員会 

２） 日 時  2022 年 10 月 11 日(火曜日) 14:00～17:30  （13:00 開会） 

３） 会 場  建築会館ホール 東京都港区芝 5-26-20  

 Zoom ウェビナーによるオンライン形式との併用（※会場受講は学生限定になります） 

４） 定 員  Zoom ウェビナー ： 500 名 

５） 参加費  無料 

６） ライブ配信  Zoom ウェビナーとは別に、YouTube によるライブ配信を予定しています。 

           後日、建築設備綜合協会ホームページ（http：//abee.or.jp）にご案内予定です。 

７） プログラム 

総合司会進行：環境・設備デザイン賞実行委員会 実行副委員長 

挨    拶：環境・設備デザイン賞実行委員会 実行委員長  田名網 雅人氏 

〔KAJIMA  DESIGN 常務執行役員 建築設計本部 副本部長〕 

（１）14:10～15:10 環境・設備デザイン賞の趣旨と受賞作品の解説  

古谷 誠章教授   〔早稲田大学 理工学術院創造理工学部建築学科〕 

 

‐環境・設備デザイン賞 第 20回企画‐ ・・過去の受賞者による講演 

（２）15:10～15:30 受賞者講演 鹿島建設(株)  井田 卓造氏 

第 6回 第Ⅰ部門最優秀賞 「水幕による防火設備 ウォータースクリーン」 

（３）15:30～15:50  受賞者講演 (株)北園空間設計 北園 徹氏 

第 9回 第Ⅱ部門最優秀賞 「株式会社共栄鍛工所 新鍛造工場」 

（４）15:50～16:10  受賞者講演 ＴＯＴＯ(株)  山﨑 洋式氏 

第 10回 第Ⅰ部門最優秀賞 「尿流量測定装置・フロースカイ」 

（５）16:20～17:20 ［座談会］ ・・環境・設備とデザインの融合・・  

藤江 和子氏  第 7回～14回審査委員 

〔家具デザイナー 藤江和子アトリエ代表取締役 多摩美術大学客員教授〕 

山代 悟氏  第 16 回～19回審査委員 

〔建築家 ビルディングランドスケープ共同主宰 芝浦工業大学建築学部教授〕 

佐藤 信孝氏  第 1回～2回審査委員、第 15 回～20回実行委員長 

〔ＭＯＥ佐藤事務所代表 (一社)建築設備綜合協会顧問〕 

コーデネーター：古谷 誠章教授  環境・設備デザイン賞 第 6回～20回 審査委員長 

 ※講演者、時間等は変更する場合がございますのでご了承願います。 
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８） 申込み方法 

以下のフォーマットにて、メールにてお申し込み下さい。オンライン参加の方にはアクセスリ

ンク・パスコードを返送します。 

 

宛先 ：  LEM04305＠nifty.ne.jp 

件名 ：  【シンポジウム申込み】 

メール文 ：  

一般社団法人 建築設備綜合協会 御中 

第 10 回学生と社会人のための「環境・設備デザインシンポジウム」を申し込みます。 

企業名 ：  ○○(株) 

所属 ： ○○部○○課 

氏名 ： 

E-mail ： 

 

９） お問合先  一般社団法人 建築設備綜合協会 環境・設備デザイン賞実行委員会 

           事務局 金子 輝 

           〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 6 階 

           ＴＥＬ/03-5445-4266 FAX/03-5445-4272 E‐MAIL：ＬＥＭ04305＠nifty.ne.jp 

           http：//abee.or.jp 

※協会職員が在宅勤務の場合がありますので、お問い合わせはメールにてお願い致します。 

 

● YouTube によるライブ配信も併せてご活用ください。 

 

■第 10 回学生と社会人のための「環境・設備デザインシンポジウム」 

（後日建築設備綜合協会ホームページに掲載予定です） 

 

 

 


